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ベ ンガルのバ ウルの文化 人類 学的研 究(4)

村 瀬 智

要 旨

本研究は、インド・ベ ンガル地方の 「バウル」 とよばれる宗教的芸能集団の民族誌で

ある。

詩人 タゴール(RabindranathTagore1861-1941)が 、20世 紀初頭にバ ウルの歌の豊潤

さを紹介 して以来、それまで 「奇妙な集団の風変わ りな歌」 とみなされていたバ ウルの

歌が再評価 されるようになった。タゴールの影響により、その後ベ ンガル人学者によっ

て膨大な数のバウルの歌が採集され、なかには注釈つ きの立派な歌集 として出版 された。

また、バ ウルの歌 を分析 し、バウルの宗教を考察 した専門書 もい くつか出版された。 も

ちろんこれ らの研究は、バウルについてのわれわれの理解におおいに貢献 したのである

が、そこには 「人間としてのバウル」 を専門的に紹介 しようとした民族誌的文献は、事

実上、皆無である。本研究は、バウルの民族誌的記述 と分析 を通 じて、カース ト制度と

表裏の関係にある世捨ての制度を考察 し、インド文明の構造的理解を試みようとするも

のである。

キ ー ワ ー ド カ ー ス ト、 カ ー ス ト制 度 、 世 捨 て、 マ ド ゥコ リ、 ベ ン ガ ル 、 バ ウ ル
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本稿の前書き

本稿は、『大手前大学社会文化学部論集』第6号 、『大手前大学論集』第8号 および第

9号 に掲載された拙稿[村 瀬2006:331-349][村 瀬2008:171-188][村 瀬2009:253-

275]の つづ きである。本研究 「ベ ンガルのバウルの文化人類学的研究」は、一連の研

究であるので、前稿 もあわせて読んでいただきたい。

注および参考文献は、本稿に該当する分のみを提示する。

読者の便宜のために、地図は本稿にも提示する。
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II.ベ ンガルのバ ウル 民族誌的記述(つ づ き)

5.宗 教生活

5-1.は じめに

バウルの宗教は、ベ ンガルのヴィシュヌ派(チ ョイ トンノ派)の 思想やタントリズム

の流れを汲むサハ ジヤー派の思想、 ヨーガの修行法、イスラム神秘主義な ど、い くつ も

の宗教的伝統の影響 をうけている。 しか し、バウルの宗教の核心的な部分は、「サー ド

ナ」(成 就法)と よばれる宗教儀礼の実践にある。このバウルのサー ドナには、 ヨーガ

の坐法や呼吸法を通 じてお こなわれる性 的儀礼や、宇宙 を構成する五粗大元素(地 ・

水 ・火 ・風 ・空)を 人間の器官や分泌物 にたとえておこなわれる儀礼などをともなう。

そ して、サー ドナに関する事がらは、 もっぱらグル(導 師)か ら弟子へ、こっそ りと伝

えられるのである。

バウルの宗教はバウルの歌 に表現 されている。 しか しバ ウルの宗教には秘密の事が ら

がおおいので、その秘密 をうたいこんだバウルの歌には、 しばしば 「なぞめいた用語」
1)

(サンダー ・バーシャー)が 使用 されている。つ まりバ ウルの歌には、表面上の意味の

奥ふかくに隠された 「真の意味」を表現するために、暗号のような語句や表現が意図的

に使用 されているのである。 このためバウルの歌は部外者にとっては難解で、い くつ も

の解釈が可能であった り、あるいは意味不明のことがおおい。その反面、部内者には

「なぞ解 き」 をするようなお もしろさがあるといわれる。

ときどき夕方などに、グルのアーシュラムに弟子たちが集 まってくることがある。そ

こで もサー ドナについて議論 されることがあるが、それは主としてバウルの歌の解釈を

通 じてである。彼 らはバウルの歌をうたい、バウルの歌の 「なぞ解 き」 を楽 しんでいる

のである。 しかし、歌の 「真の意味」は秘密 とされ、議論はグル とその弟子たちのあい

だにかぎられる。そして彼 らは、秘密の事が らに関しては、用心ぶか く慎重に発言する

ようにと、戒められているのである。

バウルの宗教儀礼 は、かぎられたメンバーだけに知 らされる秘儀である。このことと

関連 して、わたしがふたりのグルに弟子入 りし一連の教えを受けたことと、秘儀 とされ

る儀礼の記述について、ひと言述べてお く必要があるだろう。

わたしのグルのひとりは、バンクーラ県K村 のSDBで ある。彼はライフヒス トリーの

語 り手として、拙稿 に登場 した 「いなかバウル」である[村 瀬2000:62-75]。 もうひ

とりのグルは、 ビルブム県N村 のGHDで ある。彼は、やは りライフヒス トリーの語 り

1)ベ ンガ ル の 中 世 宗 教 詩 にお け る 「な ぞ め い た用 語 」 につ い て は、 ダス グ ー プ タ[DasguptaS.B.

1969:413-424]を 参照 。 ま た タ ン トラ文 献 の そ れ に つ い て はバ ー ラ テ ィ[Bharati1961:261-270]

を参 照 。
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手 として登場 した 「振 り子行者」が、 自分の 「孫」 と語 ったバ ウルであ る[村 瀬

1999:119-125]o

「いなかバウル」は、今 日、もっとも有名なバウルのひとりである。彼 は、音楽的技

量や宗教的知識に卓越 したバウルとして、ほかのバウルか ら一目置かれている。わたし

は、彼のライフヒス トリーを聞 くために、せっせ と彼のアーシュラムに通っていた。1

回の訪問に、4日 ないし5日 滞在するのが常だった。ライフヒス トリーの 「語 り手」で

ある彼 と、「聞き手」であるわた しとの関係 は良好だった。最初の訪問か ら数カ月が経

過した。彼の話はいよいよ佳境に入ってきた。 しかし、ある日突然、彼は 「もうこれ以

上インタビューに応ずることはできないので、今後アーシュラムに来ないでほしい」 と、

わたしに通告 した。わたしは、何か失礼 なことをしでか したのではないかと心配した。

しか し、そうではなかった。彼は、儀礼 をふ くめた宗教生活に話題がおよぶのをおそれ

たのである。バウルの宗教儀礼は、 もっぱらグルから弟子へ と伝承される事が らである。

彼 は、部外者であるわた しに、それを話すことができなかったのである。わた しは彼 に、

「あなたのお話をもっと聞 きたいのですが、どうすれば可能ですか」 とたずねた。彼 は

しばらく考え込んだあ と、「グルと弟子の関係が成立すれば可能です。わたしはあなた

を弟子にしましょう」 とこたえた。こうして、わたしは 「いなかバウル」の弟子になっ

たのである。

わた しは、 ビルブム県JK村 の 「振 り子行者」 とよばれる老バウルのライフヒス ト

リーを聞くために、彼のアーシュラムに何度も通っていた。それは5度 目か6度 目の訪

問のときだった。話題はバウルの師弟関係 についてだった。彼の話が途切れ、 しばらく

問があいた。そ してまた、ぽつ りぽつ りと語 りは じめた。「グルと弟子の関係 は、父と

息子の関係 とおなじです。その意味では、わたしには孫がひとりいます。 … わたし

の孫は健康で利発な子で した。その孫がす くす くと成長 して、みごとなバウルにな りま

した。 … 彼は本物のバウルになるように訓練 されたので、並のバウルではとても彼

に太刀打ちできません。わたし自身 も、彼が物心つ くころから、知っていることはなん

でも教えました。 … 彼はまだ30代 の若いバウルですが、彼 こそわたしの後継者にふ

さわ しい。わたしは、わた しに存在 した責務 のすべてを、今 では彼にゆだねていま

す。 … もしご希望な ら、彼 を紹介 しましょう」。 もちろん、わた しは紹介 しても

らった。 こうして、わた しは 「振 り子行者」の 「ひ孫」になったのである。

「いなかバウル」 と 「孫バウル」のふた りは、たがいに面識がない。 また、彼 らのグ

ルの系譜 もことなっている。 しか し、バ ウルの宗教儀礼に関するふたりの知識は、細部

においては多少のちがいはあっても、大筋 においては共通の内容をもっていた。

入門して間もなく、わたしはふた りのグルに、「バウルの文化人類学的研究の報告書

には、宗教儀礼についての記述 も不可欠なので、許される範囲で執筆 したい」 と、正直

一216一



ベ ンガルのバ ウルの文化人類学的研究(4)

に希望 を述べ、許可を求めた。 しかしながら、バウルの宗教儀礼の秘密性に関して、彼

らはいくぶんちがった意見をもっていた。

「いなかバウル」 は、「バ ウルの宗教儀礼 は、 もっぱらグルか ら弟子へ と伝 えられる

事が らであ り、部外者に対しては秘密 を守 らねばならない」と、慎重な意見を述べた。

これに対 し 「孫バ ウル」は、「バウルの宗教はマヌシェル ・ドルモ(人 間の宗教)な の

で、興味のある人は、誰でもそれを知る権利がある」 と、寛大な意見 を述べた。そして、

さらに語った。「あなたは、バウルの宗教儀礼のすべてを執筆 して もよろしい。 しか し、

あなたにはそれができないでしょう。 よく熟 したマンゴーの味はあま りにおいしすぎて、

それを食べたことがない人には言葉で説明で きない。それと同 じように、あなたは、あ

なたの経験 したことを、それを経験 したことのない人には言葉で説明できない。 しか し、

あなたの読者の何人かがバ ウルの宗教に興味をもち、あなたのところにやってくるだろ

う。そのときには、彼 らが望むことは、なんでも教 えてあげなさい。 もしあなたが教え

るのに苦労す ると思うな ら、その人たちをわたしに送 りなさい。わた しが教 えましょ

う」。

本稿の執筆に際して、わたしが見つけた解決策は、ふたりの言葉の組み合わせである。

バウルの宗教儀礼に関する事がらで、誤解を受けるおそれのある儀礼については、わた

しは執筆 しない。 しか し、わた しが執筆 して もよいと判断した事が らについては、えん

曲な表現ではなく、率直に記述 しなければならないと思 う。そのあと、もし誰かがわた

しの ところにきて本気で望むなら、わたしは、わたしが学んだことを直接伝達 してもよ

い と思 う。

5-2.「 人 間 の 肉 体 は真 理 の 容 器 」

詩 人 タ ゴ ー ル と、 彼 が 創 立 した ヴ ィ シ ュ ヴ ァ ・バ ー ラ テ ィ大 学 の 同僚 の セ ンは 、 バ ウ

ル の 歌 を採 集 し世 に 紹 介 した パ イ オ ニ ア で あ る。 タ ゴー ル とセ ン は 、彼 らの 著 作 の なか

で 、 と く につ ぎの2点 を強 調 した 。 ま ず 第1に 、 バ ウ ルが 追 求 す る 自由 は 、 す べ て の 外

見 的 な 強 制 か らの 自由 で あ る 。 した が っ て バ ウ ル は 、 人 間 を 区 別 す る カ ー ス トや カー ス

ト制 度 な ど を い っ さい 認 め な い 。 ま た バ ウ ル は、 偶 像 崇 拝 や 寺 院 礼 拝 な ど を い っ さい 行

わ な い 。 そ して 第2に 、 バ ウ ル に とっ て 、 神 は ひ と りひ と りの 人 間 の 肉 体 に住 ん で い る。

したが っ て 、 「心 の 人」(「モ ネ ル ・マ ヌ シ ュ」)が 安 置 さ れ て い る人 間 の 肉 体 は、 この 世

の 中 で も っ と も神 聖 な もの で あ る[Tagore1922,1931][Sen1931,1951,1961]。 「心 の

人 」 とは 、 バ ウ ル に と っ て の神 、 あ る い は 「人 間 の 肉 体 の深 い 次 元 に潜 む 霊 的本 質 」 の
2)

ことである。

タゴール とセ ンの影響 により、その後、膨大な数のバウルの歌がベ ンガル人学者 に
ヨ　

よって採集され、なかには注釈つ きのりっぱな歌集として出版された。これ ら歌集の解
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説や、歌にそえられた注釈をみると、 タゴールとセンのバウルの歌や宗教 についての解

釈 は、長い間、ほぼ定説として支持されていたようである。

しかし、ウペン ドロナー ト・バ ッタチャルヤは、彼の500曲 以上 も集めたバ ウルの歌

集の解説で、タゴールとセンの説に異議 をとなえた。彼は、バ ウルの宗教の特徴は秘密

の教義 とヨーガの実践を通 じておこなわれる性的儀礼にある、と主張 した。また彼は、

バウルの宗教 を形成 している5つ の要素 として、(1)バ ウルの宗教の非ヴェーダ的特
4)

色 と、 タントリズムな どほかの非正統的な宗教 との類似性、(2)理 想的人間の姿であ

り、神の本当の姿 とみなされる導師(グ ル)に 対する礼拝、(3)神 は人間の肉体に住

んでいるというバウルの教義、(4)バ ウルの 「心の人」 という概念、そ して(5)人
らラ の

間 の 男 女 の 本 質 は、 ク リ シ ュ ナ と ラー ダ ー 、 あ る い は シ ヴ ァ と シ ャ ク テ ィで あ る 、 と指

摘 し た[Bhattacarya,U.1981:291-368]。

い ず れ に せ よ、 バ ッ タチ ャ ル ヤ の 新 説 は 、 イ ン ド人研 究 者 だ け で な く、 ア メ リカ 人 学

者 に も大 きな 影 響 を与 え た よ うで あ る。 た と え ば、 バ ウ ル音 楽 の研 究 家 キ ャ プ ウ エ ル は、

バ ウ ル の歌 を聞 い た り読 ん だ りす る と きに は、 タ ン トリズ ム の もつ 象 徴 性 を心 に と どめ

て お く必 要 が あ る、 と力 説 して い る[Capwel11974:255-264]。 一 方 、 一 部 の 学 者 、 と く

に 東 ベ ンガ ル 出 身 の研 究 者 は 、 バ ウ ル の歌 に頻 繁 に で て くる イ ス ラ ム用 語 に注 目 し、 バ

ウル に対 す る イ ス ラ ム の 影 響 を 主 張 して い る。 た とえ ば 、 カ リム は、 バ ウ ル の 歌 は イ ス

ラ ムの 伝 統 、 と くに ス ー フ ィズ ム(イ ス ラム 神 秘 主 義)の 伝 統 を通 じて解 釈 さ れ るべ き

だ 、 と主 張 して い る[Karim1980:passim]。

こ の よ う に 、 バ ウ ル が ヒ ン ド ゥー 教 徒 な の か 、 タ ン トラ 教 徒 な の か 、 あ る い は ス ー

フ ィ ー神 秘 主 義 者 な の か と い う問 題 は、 バ ウ ル研 究 者 の 問 で しば しば論 争 と な り、 い ま

だ に決 着 が つ い て い な い 。 しか しわ た しは 、 こ の 問 題 に決 着 をつ け る必 要 は な い と考 え

て い る。 な ぜ な ら、 バ ウ ル は そ れ らの うち の ど れ か で あ り うる し、 そ れ らす べ て で もあ

2)バ ウル に とっ て の 神 、 あ る い は 人 間 の 肉体 の 深 い 次 元 に 潜 む 霊 的 本 質 は、 バ ウ ル の歌 で はい くつ

もの 言 葉 で 表現 され て い る。 「モ ネ ル ・マ ヌ シ ュ」(心 の 人)は そ の代 表 的 な もの で、 その ほか に

は 「オ ドル ・マ ヌ シ ュ」(捉 え られ ぬ 人)、 「シ ョナ ル ・マ ヌ シ ュ」(黄 金 の人)、 「オ チ ン ・パ キ 」

(未 知 の 鳥)な ど とよ ばれ る 。

3)バ ウル の歌 の代 表 的 な歌 集 につ い て は、[Mansur-Uddin1942][Bhattacarya,U.1958,1981][Das

andMahapatra1958]を 参照 。 また 、英 訳 歌 集 に つ いて は 、[Bhattacharya,D。1969]を 参 照。

4)タ ン トリズ ム は 、 宇 宙 の生 成 発 展 を男 女 の 結 合 に なぞ らえ 、 大 宇 宙 を 人 間 と い う小 宇 宙 に重 ね 合

せ て 理 解 す る 。 ヒ ン ドゥー ・タン トラ に よれ ば 、 宇 宙 は 「精 神」(静 的 原理)と 「物 質 」(動 的 原

理)か らな る二 元 論 に も とつ い て い る 。 そ こで は、 男 女 の 交 合 が 、 シ ヴ ァ神(男 性 的 、 受 動 的 、

超 越 的 永 遠 の 原 理)と シ ャク テ ィ女 神(女 性 的 、 能 動 的 、 時 間 的 原理)と の創 造 的 な結 合 に まで

高 め られ る とい う思 想 の も とに説 か れ て い る。

5)ラ ー ダー は、 ク リ シュナ 神 の恋 人 にな っ た牧 女 で 、牛 飼 い 女 の総 称 「ゴ ピー」 の 代 表格 。

6)シ ャ クテ ィは、 サ ンス ク リ ッ ト語 で 普 通名 詞 と して は 「力 」 「能 力 」 を 意 味す る。 しか し、 この 語

が 女性 名詞 で もあ るの で 、 シ ヴ ァ、 ヴ ィシ ュ ヌ な どの最 高神 の 「性 力 」 「女 性 原 理 」 と して考 え ら

れ 、 と き に固 有 名 詞 と してパ ー ル ヴ ァ テ ィ ー、 ドゥル ガ ー 、 カ ー リー な ど、 本 質 は一 人 だ が お お

くの 名前 で よば れ る シ ヴ ァ神 の配 偶 神 と同一 視 され る。
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りうるし、また、それ らのどれで もないこともあ りうるか らである。

バ ウルの歌 は、その内容か らみると、2種 類 に分類で きる。第1は 、「シ ョブ ド・ガ

ン」 とよばれ、主 として娯楽のためにつ くられた 「ことば遊びの歌」である。第2は 、

「トット・ガン(タ ットヴァ ・ガン)」 とよばれる歌で、バウルの 「宗教や儀礼にもとつ

いた歌」である。バウル研究者は、彼 らの主張に関係なく、バウルの歌 をテキス トとし

て使用 してきた。そ して研究者は、当然のことなが ら 「トッ ト・ガン」に焦点 をあて、

バウルの宗教を分析 してきたわけである。それにもかかわらず存在する研究者間の主張

のちがいは、彼 らが、それぞれ異なったセ ットのバウルについて議論 していることに起

因するように思われる。

このように、バウルの宗教 にはいくつもの宗教的伝統が流れ込んでいる。 しかし、バ

ウルの宗教の核心的な部分は、「サー ドナ」 とよばれる宗教儀礼の実践 にある。そして

この実践的なサー ドナのすべては、「人間の肉体 は、真理の容器」 という信仰にもとつ

いている。これは、すべてのバウルに共通の信仰であ り、バウルの宗教の もっとも重要
の

な部 分 で あ る 。 バ ウ ル は 、 この 信 仰 の こ と を 「デ ポ ・ト ッ ト」(デ ー ハ ・タ ッ トヴ ァ)

と よん で い る 。 しか し、 こ の 「デ ポ ・ トッ ト」 は 、 イ ン ドで は 、 多 くの タ ン トラ 派 や
　ラ

ヨ ー ガ 派 、 そ れ に イス ラ ム神 秘 主 義 者 に も広 く受 け 入 れ られ て い る信 仰 なの で あ る。 バ

ウ ル の宗 教 が 独 特 な の は、 この 信 仰 に も とつ い た バ ウ ル の 「サ ー ドナ」 を、 ユ ニ ー ク に

展 開 させ て い る こ と にあ る。

バ ウル は この 「デ ポ ・トッ ト」 を、 「ジ ャー ・ナ イ ・バ ン デ 、 タ ー ・ナ イ ・ブ ラ フマ

ンデ」 と説 明 す る 。 「バ ンデ 」 と 「ブ ラ フ マ ンデ 」 は、 そ れ ぞ れ 「バ ン ダ」 と 「ブ ラ フ

マ ンダ」 の 目 的格 で あ る。 「ブ ラ フマ ン ダ」 とい う の は 、 「宇 宙 」 の こ とで あ り、 宇 宙 の

「真 理 」 の こ とで あ り、 宇 宙 の 真 理 と して の 「神 」 こ とで あ る 。 「バ ンダ 」 とい う の は 、

「容 器 」 の こ とで あ り、 万 有 の 容 器 と して の 人 間 の 「肉 体 」 の こ と で あ る。 直 訳 す る と、

「こ の 肉 体 に な い も の は、 こ の 宇 宙 に は な い 」 と い う こ と で あ る 。 逆 も ま た 真 な りで 、

「この 宇 宙 に あ る も の は 、 この 肉体 にす べ て あ る」 とな る 。

この 信 仰 を も う 少 し整 理 す る と、 ふ た つ の 原 理 に分 解 で き る 。(1)人 間 の 肉 体 は 、

宇 宙 に あ る ひ とつ の 「もの 」 で あ る だ け で な く、 宇 宙 の 「縮 図 」 で あ る 。(2)人 間 の

肉 体 は 、 神 の 「住 処(す み か)」 で あ る ば か りで な く、 神 を実 感 す る た め の 唯 一 の 「媒

介 物 」 で あ る。 つ ま りバ ウ ル は、 人 間 の 肉 体 を小 宇 宙 とみ な し、 み ず か らの 肉体 に宿 る

神 と合 一 す る た め に 、 み ず か らの 肉体 を 駆 使 して サ ー ドナ を 実 践 す る の で あ る。

こ こ で 、 後 の議 論 の 準 備 もか ね て 、 この 「デ ポ ・ト ッ ト」 につ い て 簡 単 にふ れ て お き

7)ベ ン ガ ル 語 の 辞 書 は 、 「デ ホ ・ ト ッ ト」 を"thedoctrinethatthebodyistheseatofalltruths."と 説

明 して い る 。

8)た と え ば 、 ダ ス グ ー プ タ[Dasgupta,S.B.1956:291-299]を 参 照 。

一219一



大手前大学論集 第10号(2009)

たい。

わたしは、フィール ド・ワーク中、おお くのバウルか ら、人間の肉体には神が住んで

いるばか りでな く、そ こには宇宙を構成す る五粗大元素、すなわち 「地」「水」「火」

「風」「空」が存在すると、なんども聞かされた。固体 は 「地」 によって象徴され、液体

は 「水」によって、 白熱体は 「火」によって、気体は 「風」によって象徴 される。「風」

が 「空気(気 体)」 に対応 し、「空」が 「エーテル」に対応する。 しかし化学的なエーテ

ルではなく、古代人が想像 した、霊気みなぎる 「天空上層の空間」をさす。

人間は、肉体 というフレームに、宇宙のミクロな一面を秘めている、と考えられてい

る。つま り、人間の肉体のなかに、小宇宙 をなす、感覚器官では捉えられない、幻想的

な 「微細な身体」が存在すると信 じられているのである。バウルは、この微細な身体 を
9)

「シ ュ ッ コ ・デ ポ」(ス ー ク シ マ ・デ ー ハ)と よ ん で い る 。 こ の シ ュ ッ コ ・デ ポ に は、

「プ ラー ナ 」(宇 宙 の 生 気)が 流 通 す る 「経 路(管)」 が 数 万 本 あ る とい う。 そ れ らの 経

路 の な か で も っ と重 要 なの が 、 脊 柱 の 中 を通 ず る管 の 「ス シ ュ ム ナ ー」 で あ り、 こ れ を

軸 と して 右 に 「イ ダ ー 」、 左 に 「ピ ンガ ラ ー 」 が 、 並 行 また は絡 み つ い て い る と さ れ る 。

そ して 、 しば し ば 「ス シ ュ ム ナ ー 」 が 脊 髄 に 、 「イ ダ ー」 と 「ピ ン ガ ラー 」 が 交 感 神 経

に 比 定 され る が 、 幻 想 的 な微 細 な 身 体 で あ る か ら、 現 実 の 「脊 髄 神 経 」 や 「交 感 神 経 」

と同 一 視 す べ きで は な い 。

バ ウ ル は 、 人 間 の 肉 体 に は 、 脊 柱 基 底 部 か ら頭 頂 部 に沿 っ て 垂 直 に 配列 され た7つ の

「チ ャ ク ラ」、 す な わ ち 生 命 の エ ネ ル ギ ー の 集 積 す る 「輪 」 が 並 ん で い る と信 じて い る。

そ れ らの チ ャ ク ラ は 、 ス シ ュ ム ナ ー に よ っ て つ なが っ て い る 。 ま た チ ャ ク ラ は 、 「ハ ス

の 花 」 で 表 現 され 、 そ れ ぞ れ異 な る数 と色 の 花 び ら を も っ て い る。 さ らに 、 下 部 の5つ

の チ ャ ク ラは 、 そ れ ぞ れ 宇 宙 を構 成 す る五 粗 大 元 素 の 存 在 す る場 所 とさ れ る。 バ ウ ル は、

そ れ らの チ ャ ク ラ の 形 態 や 色 彩 、 位 置 に つ い て、 タ ン ト リズ ム か ら ア イ デ ア を借 用 して

い る よ うで あ る。

ヒ ン ドゥー ・タ ン トラ に よ れ ば 、7つ の チ ャ ク ラ とハ ス の花 び ら の 数 、 色 、 対 応 す る

元 素 、 そ して そ の 位 置 はつ ぎの とお りで あ る 。(1)4枚 の 花 び ら の ム ー ラ ー ダ ー ラ ・

チ ャ ク ラ(「 根 底 を支 え る輪 」 の 意)に は、 黄 色 の 固 体 「地 」 が 存 在 。 位 置 は 骨 盤 の 基

底 部 、 す な わ ち 会 陰 部 。 この チ ャ ク ラ は 、 生 命 の 力 「ク ンダ リ ニ ー 」(と ぐろ を巻 い て

い る 蛇)が 眠 っ て い る場 所 と さ れ る 。(2)6枚 の 花 び ら の ス ヴ ァデ ィ シ ュ タ ー ナ ・

チ ャ ク ラ に は 、 白 い 液 体 「水 」 が存 在 。 位 置 は 生 殖 器 付 近 。(3)10枚 の 花 び ら の マ ニ

プ ー ラ ・チ ャ ク ラ に は 、 赤 い 光 熱 体 「火 」 が 存 在 。 位 置 は膀(へ そ)付 近 。(4)12枚

9)ベ ン ガ ル 語 の 辞 書 は 、 「シ ュ ッ コ ・デ ポ 」 を"abodynotperceptiblebysenses;anastralbody"と

説 明 し て い る 。
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の 花 び ら の ア ナ ー ハ タ ・チ ャ ク ラ に は 、 緑 色 の 気 体 「風 」 が 存 在 。 位 置 は心 臓 付 近 。

(5)16枚 の 花 び らの ヴ ィ シ ュ ッダ ・チ ャ ク ラ に は、 灰 色 の エ ー テ ル 「空 」 が 存 在 。 位

置 は喉(の ど)。(6)2枚 の花 び らの ア ー ジ ュ ニ ャー ・チ ャ ク ラ の色 は 純 白。 位 置 は額

の 中央 、 す な わ ち 眉 間(み け ん)。(7)千 枚 の花 び らの サ ハ ス ラ ー ラ ・チ ャ ク ラの 色 は、

太 陽 の輝 く色 。 位 置 は頭 頂 部 で あ る[Rawson1973:7-30][Woodroffe1980:50-58]。

もち ろ ん 、 個 々 の バ ウ ル の そ れ らの 知 識 は、 必 ず し も正 確 で は な い 。 しか し、 原 理 は

同 じで あ る。 宇 宙 の 構 造 の両 極 が 天 国 と地 獄 で あ る よ う に、 チ ャ ク ラ の 相 対 的 な位 置 と

役 割 は 、 そ の 両 極 に み る こ とが で きる 。 最 下 部 の チ ャ ク ラ は 、 生 命 の根 源 的 な力(シ ャ

ク テ ィ)が 湧 きあ が って くる場 所 で あ り、 完 全 に性 的 行 為 に 関 係 して い る。 そ れ に 対 し、

最 上 部 の チ ャ ク ラ は 、 純 粋 に 形 而 上 学 的 な存 在 レヴ ェ ル に 関 わ っ て い る 。 チ ャ ク ラや ス

シ ュ ム ナ ー 管 の お か げ で 、 頭 部 に い る と され る神 は 最 下 部 に まで 下 りて くる こ とが で き

る。 そ して 、 最 下 部 に下 りて き た神 が 、 ふ た た び 最 上 部 に まで 上 昇 で き る。 そ の こ とが

重 要 な の で あ る。 これ につ い て は、 あ とで 詳 し く述 べ る こ とに な る。

5-3.性 的エネルギーの制御

世俗のヒン ドゥー教徒にとって、「ダルマ」(社 会的規範)を 遵守すること、「アルタ」

(実利)を 追求すること、そ して 「カーマ」(愛 、 とりわけ男女間の性愛)を 交歓するこ

とが、人生の三大 目的 とされ、この三つを充足 しつつ家庭をいとなみ、子孫をのこすの

がひとつの理想 とされて きた。また一一方では、 とくに業 ・輪廻の思想が明示されたウパ

ニシャッド思想以降、世俗の世界を放棄し、乞食遊行 しつつ苦行や瞑想 によって輪廻か

ら脱却すること、すなわち 「モークシャ」(解 脱)を 達成することが宗教の理想 として

たてられた。

相反する実践を要請するこの二つの理想を、実践の時期を区分することによって合理

的に調和させるために設定されたのが 「四住期(ア ーシュラマ)」 の制度である。古代

か ら現代 にいたるイン ド人の大多数の生き方を方向づけるゾルレンとしての生 き方、人

間の理想 として 「まさになすべきこと」「まさにあるべ きこと」、それが四住期 という考

え方に反映 している。

バウルは、明 らかに、「ダルマ」 と 「アルタ」 を放棄 している。彼 らが主張するよう

に、「バ ウルの道の第一一歩は、マ ドゥコリの生活 を採用すること」ならば、それはカー

ス トの義務と富の追求の放棄 を意味する。実際、バウルのライフスタイルは、貧困生活

とカース トの義務からの自由を強調 している。 しかしながら、バ ウルにとって、「カー

マ」は世捨てのもつ意味合いと矛盾するようにみえる。

バウルはマ ドゥコリの生活 をしているが、彼 らは 「禁欲主義者」ではない。バ ウルは、

ヨーガの坐法や呼吸法の有効性 を認めるけれ ど、インドの出家修行者がしばしば主張す
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る 「苦行や禁欲」を 「シュコノ ・ポ ト」(パ サパサした道)と いって否定する。そして、

自分たちのバウルの道を、「ロシク ・ポ ト」(み ずみず しい道)と よぶ。 しか し、バウル

は 「快楽主義者」ではない。むしろ、「カーマ」の危険性 も十分 に認識 している。バ ウ

ルは、出家修行者が主張する 「性欲は、感覚的な喜びの もっとも強い形であ り、人が性

的充足の必要性を感 じたとき、ほかのすべての欲望に対する自制が失われる」 という意

見に同意する。だからこそ、バウルは、「プロムホチ ョルジョ(梵 ブラフマチャルヤ)」

を、たいへん重要視するのである。

「プロムホチ ョルジョ」 とは、一般的な用法では、バラモン教徒が生涯に経過すべ き

もの として 『マヌ法典』が規定す る4つ の 「住期」(ア ーシュラマ)の 、最初の 「学生

期」をさす。 これによると、バラモン教徒す なわちシュー ドラを除 く上位のヴァルナ

(バラモ ン、クシャ トリヤ、ヴァイシャ)は 、師のもとでヴェーダ聖典 を読訥し、祭式

の施行法を学ぶ 「学生期」、結婚 して男児をもうけるとともに、家庭内の祭式を主宰す

る 「家住期」、息子に家を託して森林に隠棲する 「林棲期」、そして諸国を遍歴 し托鉢の

みによって生活する 「遊行期」の4段 階を順次に経るもの とされ、各段階に厳格な義務
ゆ

が 定 め られ て い る。

しか し、 「プ ロ ム ホ チ ョル ジ ョ」 とは 、 こ こ で はバ ウ ル の 用 法 に した が っ て 、 「性 的 エ

ネ ル ギ ー の 制 御 」 あ る い は 「精 液 の 保 有 」 の こ と を さ す こ と にす る 。 そ れ で は 、 「み ず

み ず しい 道 」 の 信 奉 者 で あ るバ ウル に よっ て 実 践 され て い る 「プ ロ ム ホ チ ョル ジ ョ」 と

は 、 ど の よ う な方 法 とテ ク ニ ッ ク なの だ ろ うか 。

ベ ンガ ル の ヴ ィ シ ュ ヌ派 は、 「カ ー マ 」 と 「プ レー マ 」 を、 は っ き り と 区別 し て い る 。

ど ち ら も 「愛 」 に 関 す る こ と な の で あ る が 、 彼 ら に よれ ば、 「カ ー マ 」 は 自分 を満 足 さ

せ た い とい う欲 望 で あ り、 「プ レ ー マ 」 は ク リ シ ュ ナ を満 足 させ た い とい う欲 望 だ と さ

れ る[Dimock1966:162-163]。

バ ウ ル も また 、 この 区 別 を 認 め て い る 。 しか しそ れ は、 バ ウ ル が 「カ ー マ 」 を否 定 し

て い る とい う意 味 で は な い 。 「み ず み ず しい 道 」 を 選 ん だ バ ウ ル の プ ロ ム ホ チ ョル ジ ョ

の 方 法 は 、 「カ ー マ 」 を 「プ レー マ 」 に変 化 させ る 方 法 で あ る 。 ま さ に ミル クか らギ ー

(精 製 バ ター)を 抽 出す る よ う に、 バ ウ ル は 、 「カ ー マ 」 を精 製 した もの が 「プ レー マ 」

だ 、 と考 え て い る よ う で あ る。 そ し て 、 ミ ル ク な し に は ギ ー を作 れ な い よ う に、 「プ

レー マ 」 は 「カー マ 」 の 存 在 な しに は得 る こ とが で きな い 、 と思 っ て い る よ う で あ る。

「人 は 性 欲 に 支 配 さ れ て い る」 とい う こ と を、 バ ウ ル は 認 め て い る 。 しか し彼 らは 、

「カ ー マ 」 が 、 そ れ が 最 終 だ と み な され た と き に 、 た い へ ん 危 険 な も の と な る 、 と も

10)た だ、 この四住期の制度が実際 に どこまで忠実 に履行 されたかは疑 わ しく、現在 では、特殊 なバ

ラモ ン階級 をのぞ き、家住期のみが実践 されている。
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思っているようだ。真理は、「カーマ」は始まりなのだ。「カーマ」は、「プレーマ」に

変質 されなければならないのである。

バウルのプロムホチ ョルジ ョの方法は、インド古来か らの観念にもとついているよう

である。イン ドでは、精液は簡単には製造されないのだと信 じられてきた。一滴の精液

を製造するのに、40滴 の血液 と40日 の時間が必要 といわれている[Carstairs1961:83]。

バウルは、「精液は保有 されねばならない。なぜ なら、精液のむだつかいは、精神的な

パワーの損失につながる」と主張する。彼 らはさらに、「射精はこの世の苦 しみの源で

あ り、神の喪失を意味する」 と主張する。バウルは、「射精は子孫をもたらし、人を現

象世界 と輪廻 に束縛する」 と思 っているよ うであ る。伝統的 なヒン ドゥー教で は、

「モークシャ」(解 脱)の 究極的な目的は、この俗世界か ら脱 して自由になることであ り、

輪廻から解放されることである。 もちろんバウルは、ヒンドゥー教の出家修行者がしば

しば好む、抽象的な哲学概念の議論には深入 りしない。 しかし、バウルは、射精 をしな

いことによって 「モークシャ」への道を察知 し、そのことが、バウルの道のゴールに到

達する 「かぎ」だ、と信 じているようである。このことは、わた しが採集 した歌 に見い

だされる。

爺ちゃんが婆ちゃんのひざの上で死んだ 日に

ちょうどその日に父ちゃんが生 まれた

おいらが16に なった日に

ちょうどその日に母ちゃんが生 まれた

ちょい と頭をひねってみな

ちょうどその日に母ちゃんが生 まれたことを

額から一滴、あふれる川にしたた り落ちた

ちょうどその日に漁師が川に
11)

マーヤーの網でわなを仕掛けた

こ の歌 も、 「なぞ め い た 用 語 」(サ ンダ ー ・バ ー シ ャー)に 満 ち て い る 。

『チ ャ ラ カ ・サ ン ヒ タ ー 』 な ど イ ン ドの 古 典 医 学 書 で は 、 生 命 の 誕 生 は 、 「精 液 」 と
　　ラ

「月経血」の結合の結果であるとされている。そして、精液は 「額」 に貯蔵 されている

と信 じられている。

「額から一滴、 したた り落 ちた」は、「射精」を意味する。女性生殖器の 「膣」は、

11)作 者 不 明 。 歌 手 は 、SanatanDasBaul。1987年12月27日 、 シ ャ ン テ ィ ニ ケ ー タ ン で 録 音 。

12)た と え ば 、 ダ ス グ ー プ タ[Dasgupta,S.N.1988:302-312]を 参 照 。
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しばしば 「川」 にたとえられる。「あふれる川」は 「月経 中の膣」 と解釈で きる。「爺

ちゃんが死 んだ日」 は 「祖父が射精 した日」 と解釈で きる。「おいらが16に なった 日」

は、「父が16に なった日」 と解釈できる。なぜなら、「わたし」 は、父の精液のおかげで

生まれ、父の精液は父が生 まれて以来、彼 の額に貯蔵 されていたからである。「ちょう

どその 日に母ちゃんが生まれた」は、「母に初潮が始ま り、子を産める年齢 の女性 に

なった 日」 と解釈できる。 したがって、「ちょうどその日に母 ちゃんが生まれた」 は、

「その日に母が妊娠 した」、つま り 「わたしもまたその日に生 まれた」 と解釈できる。

「マーヤー」 はふつう 「幻」「幻力」などと訳 される。ベーダンタ哲学では、現象世

界は、真の実在に対 して単なる幻 にす ぎないとされる。いずれにせよ、 この世のうつろ

いやすさを示す概念であ り、人を現象世界 と輪廻に束縛する力 と考えられた。

バウルはさらに、男性 は本質的にパワーの損失を被 りやすい、と考えているようであ

る。彼 らによれば、精液はつねに尿や汗などの分泌物として体外 ににじみでているとさ

れる。その反対に、子 を産める年齢にある女性は、無尽蔵のパ ワー(シ ャクティ)の 持

ち主だとされる。本質的にパワーの損失 を被 りやすい 「男性」 は、無尽蔵のパワーの持

ち主である 「女性」から、パワーの補充 を受けねばならない。そのためには、ひと組の

男女で営 まれる 「ジュガル ・サー ドナ」が必要である。 しかし、「ジュガル ・サー ドナ」

で男性が射精 をしてしまった ら、本来の目的がそこなわれてしまう。そ こで、「性的エ

ネルギーの制御」あるいは 「精液の保有」 を意味する 「プロムホチ ョルジョ」が重要と

なる。つまり、「ジュガル ・サー ドナ」を首尾よく実行するために、 ヨーガの修行を通

じてみずからを鍛えなければならないのである。 しか し、射精 をともなわずに 「ジュガ

ル ・サー ドナ」を実践するのは、たいへん難 しいものとされている。このためバウルは、

弟子を導 くグルの重要性、 とくに宗教的 トレーナーの役割を果たす 「シッカ ・グル」の

重要性を力説するのである。

わたしは、 フィール ド ・ワーク中に、「バ ウルとい うのは男であ り、また同時に女で

ある」 ということを、 しば しば聞かされた。 このなぞめいた定義は、彼 らのプロムホ

チ ョルジョの別の側面を示 している。つ まり、もし男が女になったら、おそ らく彼は、

女性の肉体 を欲望の対象とは思わなくなるだろう、 ということである。

さきに述べたように、バウルとい う語は、牛飼い女のゴピーがクリシュナに恋をした

ように、「神に恋をして狂気になった人」 という意味で使われは じめている。バウルの

神 に対する理想的な宗教的態度は、牛飼い女のゴピーのクリシュナに対するそれのよう

なものと考えられている。 この宗教的態度を、ベ ンガルのヴィシュヌ派は、「ゴピー ・

バーヴァ」よんでいる[Dimock1968:43-49]。 バウルはこれを、文字 どお りに解釈 し、

ゴピーを見習っているのだ。クリシュナの笛の音を聞 くと、 ゴピーたちはその甘い音色

に夫も子 どもも忘れて、クリシュナ と踊 りにやって くるといわれる。バウルも神に恋を
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して何 もか も忘 れ て しま っ た 。 彼 は、 今 や ゴ ピ ー だ 。 ゴ ピー に と っ て 、 ク リシ ュ ナ が こ

の 宇 宙 で 唯 一 の男 性 だ っ た 、 とい う 意 味 で 、 彼 は神 に対 して 女 性 な の だ 。 彼 は 、彼 自 身

の こ と を、 そ う思 わ な け れ ば な ら な い の で あ る 。 「ゴ ピー ・バ ー ヴ ァ」 は、 性 関係 にお

い て 、 彼 の 男 性 原 理 を無 効 に す る 。 バ ウ ル が 神 に 対 して 女 性 に な っ た と き、 「カ ー マ 」

は もは や 存 在 しな い 。 バ ウ ル は、 彼 自身 を満 足 させ るた め に 女 性 を望 む こ と は で き な い。

なぜ な ら、 彼 は もは や 男 性 で は な い か ら だ。 つ ま り、 「カー マ 」 か ら 「プ レー マ 」 へ の

変 化 は 、 「男 性 」 か ら 「女 性 」 へ の 変 化 な の で あ る。

5-4.「 つ ぎ は ぎ ジ ャ ケ ッ ト」 と 「ふ ん ど し」

議 論 の 最 終 部 分 に 入 る前 に 、 ち ょっ と寄 り道 を し よ う。 わ た し は 、 ベ ン ガ ル の バ ウ ル

は、 「バ ウ ル の 道 」 を 歩 む 人 た ち だ と述 べ た 。 バ ウ ル は 、 み ず か らバ ウ ル と名 の り、 バ

ウ ル の 衣 装 を着 て 、 人 家 の 門 口 で バ ウ ル の 歌 を うた っ た り、 あ る い は神 の 御 名 を 唱 え た

り して 、 米 や お 金 を も らっ て 生 活 して い る。 そ して 、 こ の ライ フ ス タイ ル を象 徴 す るバ

ウ ル の 衣 装 は、 バ ウ ル を ほ か の ベ ンガ ル 人 か ら区 別 し、 は っ き り と 目立 つ 存 在 に して い

る。 そ れ な らば 、 バ ウ ル の 衣 装 は 、 「マ ド ゥ コ リ の 生 活 に 始 ま り、 神 との 合 一一に 至 る 」

とい う 「バ ウ ル の 道 」 を象 徴 して い る は ず で あ る 。

こ こで は 、 バ ウ ル の 衣 装 の 多 数 の 品 目の な か か ら2点 に し ぼ っ て 、 手 短 に述 べ た い 。

第1点 目 は 、 「グ ド ゥ リ」 と よ ば れ る 「つ ぎ は ぎ ジ ャ ケ ッ ト」 で あ る 。 わ た し は ジ ャ

ケ ッ ト とい っ た が 、 こ れ は ジ ャ ケ ッ トで あ る必 要 は な い 。 ベ ス トで あ っ て も コ ー トで

あ っ て も よ い の で あ る。 要 す る に 、 「パ ッチ ワ ー ク の上 着 」 で あ れ ば 「グ ドゥ リ」 で あ

る。 そ して 第2点 目 は、 「ド リ ・コ ウ ピ ン」 と よ ば れ る 「ふ ん ど し」 で あ る 。

バ ウル は 、 彼 らの 衣 装 に つ い て 決 ま っ た ル ー ル を も っ て い る わ け で は な い 。 しか し、

彼 らの 問 で は 、 「バ ウ ル の 衣 装 」 に つ い て 暗 黙 の 了 解 が あ る よ うで あ る。 ひ と 口 で い う

と、 そ れ は、 ヒ ン ド ゥー 教 の 出 家 の修 行 者 「サ ー ド ゥー 」 が 着 て い る よ う な、 ゲ ル ア色

ま た は 白 色 の 衣 装 を着 る、 とい う こ とで あ る。 世 俗 の ヒ ン ドゥー 教 徒 は 、 サ ー ドゥー の

よ う な 衣 装 を着 た バ ウ ル を 「ち ら っ と見 て 」、 「ドル ソ ンを得 て い る」 の で あ る。 バ ウ ル

も、サ ー ドゥー の よ うな 衣 装 を着 て 、世 俗 の ヒ ン ド ゥー 教 徒 に 「ドル ソ ンを 与 え て い る 」
ユヨ　

の で あ る 。 マ ド ゥ コ リ の 生 活 をす るバ ウ ル は 、 「シ ャ ッ を着 て 、 ズ ボ ン と靴 を は い て 、

腕 時 計 を はめ る」 わ け に は い か な い の で あ る。

「つ ぎ は ぎ ジ ャケ ッ ト」 の 「グ ドゥ リ」 は、 バ ウル の マ ドゥ コ リの 生 活 の シ ンボ ル と

して抜 群 で あ る。 これ は、 わ た しが 知 る か ぎ り、 ベ ン ガ ル の バ ウ ル に特 有 の もの で あ る。

年 配 の バ ウ ル に よれ ば、 バ ウ ル は こ れ を 自分 で 作 っ て い た よ う だ 。 「い な か バ ウ ル 」 は、

13)「 ドル ソ ン現 象 」 につ い て は、拙 稿[村 瀬2009:265-267]を 参 照。
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つ ぎの よ うに 語 っ た 。

「つ ぎは ぎ ジ ャ ケ ッ トの こ とだ か ら、 グ ド ゥ リー 着 に一 抱 え もの 端 切 れ が 必 要 だ 。 わ

た しが そ れ を作 ろ う と思 っ た と き はい つ も、 グ ドゥ リ を作 る の で 端 切 れ が ほ しい と、 わ

ざわ ざ村 人 に 頼 ま な け れ ば な らな か っ た 。 そ う しな け れ ば、 村 人 か ら端 切 れ を集 め る の

は 、 ほ とん ど不 可 能 だ 。 必 要 な材 料 を集 め るの に、 何 日 もか か った 。 い ず れ にせ よ、 わ

た しが 新 しい グ ドゥ リ を見 て 、 そ れ は多 くの 人 び との 親 切 に よ って 実 現 した こ とを 知 る

よ う に、 村 人 各 人 は 、 見 覚 え の あ る端 切 れ を ち らっ と見 て、 わ た しの グ ドゥ リ に、 何 が

しか の 寄 与 を した こ と に気 づ くだ ろ う。 そ の こ とが 重 要 な の だ」。

バ ウ ル は 、 基 本 的 に村 人 の余 剰 物 資 に 支 え られ て い る。 村 人 に と っ て 、 端 切 れ は 、 さ

しあ た り必 要 の な い余 剰 物 資 の 典 型 で あ る 。 そ れ らは 、 ふ だ ん は箱 や トラ ン ク の な か に

し ま い こ まれ て い る もの だ。 一握 りの 米 は確 か に バ ウル の 命 を救 う。 しか し、 一一握 りの

米 で 、 バ ウ ル の 空 腹 を満 たす こ と はで きな い 。 同 じ よ う に、 一 片 の 端 切 れ で 、 グ ドゥ リ

ー着 を作 る こ と は で き ない
。 グ ド ゥ リは 、 一 軒 一一軒 少 しず つ 物 ごい を して 歩 く 「マ ド ゥ

コ リ」 とい う行 動 の シ ン ボ ル で あ り、 グ ドゥ リ に縫 い 込 ま れ た 一 片 一 片 の 端 切 れ は 、 バ

ウル と村 人 との 「きず な」 を確 認 す る シ ンボ ル とな っ て い る の で あ る。

「ふ ん ど し」 を 意 味 す る 「ドリ ・コ ウ ピ ン」 は 合 成 語 で あ る。 「コ ウ ピ ン」 はふ と も

もの 問 に 回 され る細 い 帯 状 の 布 で 、 「ド リ」 は腰 の 周 りに 回 して 結 ば れ る紐 で 、 コ ウ ピ

ン を正 しい 位 置 に 固 定 す る。 ドリ ・コ ウ ピ ン は、 ヨー ガの 修 行 をす る男 性 に は便 利 な も

の で 、 イ ン ドで は、 ヨギ ーや サ ー ド ゥー に 広 く着 用 され て い る 。 なぜ な ら、 そ の基 本 的

機 能 は男 性 生 殖 器 を 支 え る こ とに あ る か らで あ る。 した が っ て 、 そ れ は 女 性 の ヨー ガ 修

行 者(ヨ ギ ニ ー)に は不 必 要 な もの で 、 も っ ぱ ら男 性 用 の み で あ る。

さ きに 、 ベ ン ガ ル の バ ウ ル 派 に は 、 ふ た つ の 基 本 的 な 通 過 儀 礼 が 存 在 す る と述 べ た。

そ れ らは 、 「特 定 の グ ル へ の 入 門 式 」 で あ る 「デ ィ ッ カ」(デ ィ ー ク シ ャ ー)と 、 「世 捨

て 人 の 身分 へ の 通 過 儀 礼 」 で あ る 「ベ ッ ク」 で あ る 。 ベ ック の と き に 、 バ ウ ル は グ ル よ

り、 新 しい 「こつ じ きの 鉢 」 と新 しい 「ドリ ・コ ウ ピ ン」 を受 け 取 る。 そ して こ れ 以 後 、

ほ か の バ ウ ル か ら 「コ ウ ピ ン ・ダ リー 」(ド リ ・コ ウ ピ ンの 着 用 者)と よ ば れ る よ う に

な る。 女 性 の 「バ ウ リニ 」 も、 ベ ッ ク を受 け る こ とが で きる。 しか し、 バ ウ リ ニ の場 合 、

当 然 の こ とで あ るが 、 ドリ ・コウ ピ ン授 与 の セ レモ ニ ー は省 略 され る。

ベ ンガ ル の 世 捨 て 人 はバ ウ ル だ けで は な い 。 ま た 、 世 捨 て 人 の 身 分 へ の 通 過 儀 礼 で あ

る 「ベ ック 」 が 存 在 す るの も、 バ ウ ル派 だ け で は な い 。 た とえ ば 、 ベ ンガ ル の ヴ ィ シ ュ

ヌ 派 の 男 性 の 世 捨 て 人 「ボ イ ラ ギ 」 もベ ッ ク を受 け た 。 そ して や は り、 新 しい 「こ つ じ

きの 鉢 」 と 「ド リ ・コ ウ ピ ン」 を受 け取 っ た 。 そ して ベ ック の あ と、 彼 ら は 「ベ ク ・ダ

リー 」(こ つ じ きの 鉢 の 所 有 者)と よば れ る よ う に な る の で あ る 。 ヴ ィ シ ュ ヌ 派 の女 性

の 世 捨 て 人 「ボ イ ラ ギ ニ 」 もベ ッ ク を受 け た 。 しか し、 や は り当 然 の こ と なが ら、 ボ イ
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ラ ギ ニ は ドリ ・コ ウ ピ ンを受 け 取 らな い[Kennedy1925:162-166]。

こ の よ うに 、 バ ウ ル もボ イ ラ ギ も、 「ベ ッ ク」 の と き に 同 じ もの を 受 け取 るの に 、 通

過 儀 礼 の 違 っ た側 面 が 強 調 され て い る 。 つ ま り、 バ ウ ルが 「コ ウ ピ ン ・ダ リー」 と よ ば

れ る よ う に な る の に 対 し、 ボ イ ラ ギ は 「ベ ク ・ダ リー 」 と よば れ る よ う に な る の で あ る。

これ は い った い ど うい う こ と なの で あ ろ うか 。

ベ ン ガ ル の ヴ ィ シ ュ ヌ 派 の 場 合 、 「ベ ッ ク」 は 、 実 質 的 に世 捨 て 人 の 身 分 へ の 通 過 儀

礼 で あ る。 ボ イ ラ ギ は、 「ベ ッ ク」 を受 け た 後 に 、 実 際 にマ ドゥ コ リ を して 生 活 す る よ

う に な る の で あ る 。 したが っ て 、 世 捨 て の 行 為 と して の 「マ ド ゥコ リ」 を象 徴 す る 「こ

つ じ きの 鉢 」 が 、 通 過 儀 礼 で 強 調 さ れ る の で あ る 。 しか し、 バ ウ ル の場 合 、 そ もそ も の

は じめ か らマ ドゥ コ リ を して 生 活 して い た 。 彼 らが 主 張 す る よ う に 、 バ ウル の道 の 第 一

歩 は、 カー ス トの 義 務 を放 棄 し、 マ ドゥ コ リ の生 活 をす る こ とで あ る 。 バ ウ ル に と っ て、

「ベ ック」 で 受 け 取 る 「こつ じ きの鉢 」 は 、 形 式 的 な もの で あ る。 そ れ は 、 マ ドゥ コ リ

の 生 活 を、 こ れ ま で どお り続 け る とい う確 認 に す ぎ ない 。 バ ウ ル に とっ て は、 「ベ ック 」

で 受 け と る 「ドリ ・コ ウ ピ ン」 の ほ うが 、 よ り重 要 なの で あ る。 だ か ら こそ 、 そ の こ と

が 通 過 儀 礼 で 強 調 され て い る の で あ る 。

そ の 基 本 的 な機 能 に よ っ て 、 「ドリ ・コ ウ ピ ン」 は 、 男 性 原 理 の シ ン ボ ル で あ る こ と

は明 らか で あ る。 さ ら に、 宗 教 的 に上 級 段 階 に達 した 男 性 バ ウ ル に の み 「ド リ ・コ ウ ピ

ン」 の着 用 を許 され るの で あ る。 した が って そ れ は 、 ヨー ガ の 修 行 に よ って 「性 的 エ ネ

ル ギ ー の 制 御 」 あ る い は 「精 液 の 保 有 」 を意 味 す る 「プ ロ ム ホ チ ョル ジ ョ」 を成 就 し た

男 性 バ ウ ル の シ ンボ ル で も あ る わ け で あ る 。 つ ま り、 ベ ッ ク は 、 バ ウ ル の サ ー ドナ で

も っ と もむ ず か しい と さ れ る 「ジ ュ ガ ル ・サ ー ドナ 」 を実 践 で き る よ う に な っ た男 性 バ

ウ ル の 、 「免 許皆 伝 の通 過 儀 礼 」 な の で あ る 。

バ ウ ル の プ ロ ム ホ チ ョル ジ ョの 方 法 の ユ ニ ー ク な 点 は、 「女 に な る 」 と い う こ とで あ

る。 そ れ で は 男 性 と女 性 とで は 、 何 が 根 本 的 に 異 な る と考 え られ て い る の で あ ろ う か 。

これ は ベ ン ガ ル だ け で な く、 広 くイ ン ド中 で 一般 に 信 じ られ て い る こ とで あ る が 、 男 性

と して の 人 間 の 肉体 は、 「精 液 」 を作 り出 す 能 力 と い う点 で 、 女 性 と は 区別 され る 。 同

様 に 、 女 性 と して の 人 間 の 肉体 は 、 「月 経 血 」 を作 り出 す 能 力 とい う点 で 、 男 性 と区 別

され る[IndenandNicholas1977:52]。 こ れ が根 本 的 な 違 い で あ る 。

わ た し は 、 フ ィー ル ド ・ワ ー ク中 に 、 「バ ウ ル は男 で あ り、 同 時 に 女 で あ る。 だ か ら

ド リ ・コ ウ ピ ンが 必 要 で あ る」 と、 な ん ど も聞 か され た。 「ドリ ・コ ウ ピ ン」 は、 バ ウ

ル の 男 性 生 殖 器 を 支 え る た め だ け で な く、 彼 の 「女 性 性 」 を シ ン ボ ラ イ ズ す る た め に も

使 用 さ れ て い る の だ 。 つ ま り 「ドリ ・コ ウ ピ ン」 は 、 バ ウ ル の 宗 教 的 態 度 「ゴ ピ ー ・

バ ー ヴ ァ」 の シ ンボ ル な の で あ る。

ゴ ピー が ク リ シ ュ ナ を 愛 し た よ う に 、 バ ウ ル は狂 っ た よ う に神 を愛 す る。 「ド リ ・コ
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ウ ピ ン」 を 着 用 す る こ と に よ っ て 、 彼 の プ ロ ム ホ チ ョル ジ ョは 安 定 し、 揺 る ぎ な い もの

と な っ て い る 。 彼 は け っ して 「射 精 」 を し な い 。 同 時 に 、 「ドリ ・コ ウ ピ ン」 を着 用 す

る こ と に よっ て 、 彼 は 女 に な っ た 。 彼 は 、 今 や ゴ ピー だ 。 彼 は も はや 「射 精 」 が で き な

い 。 結 果 と して 、 彼 は 象 徴 的 に 「月 経 血 」 を流 す 。 「ドリ ・コ ウ ピ ン」 は、 彼 の 「生 理

ナ プ キ ン」 な の で あ る 。

「女 に な る」 とい う こ と は 、 バ ウ ル の プ ロ ム ホ チ ョル ジ ョの 方 法 や テ ク ニ ック だ け で

な く、 バ ウ ル の 神 に対 す る宗 教 的 態 度 や 、 バ ウ ル の サ ー ドナ の 重 大 な側 面 を暗 示 して い

る。 サ ー ドナ の 実 践 を通 じて 、 バ ウ ル は神 と合 一 し、 「シ ョポ ジ」(サ ハ ジ ャ)を 実 感 す

る。 「シ ョポ ジ」 とい う語 は、 「本 有 的 」 「生 得 的」 と い う意 味 で あ る 。 シ ョポ ジ を 実 感

す る とは 、 バ ウ ル が 「心 の 人 」(モ ネ ル ・マ ヌ シ ュ)と よぶ 神 と結 ば れ 、 至 福 の 喜 び を

経 験 し、 「人 間 に 本 来 的 に そ な わ っ て い る宇 宙 の根 本 原 理 」 を 実 感 す る こ とだ 。 こ れ は 、

「バ ウ ル の 道 」 の ゴ ー ル で あ る 。 そ の 究 極 の 目的 を 達 成 す る た め に、 バ ウ ル は 女 に な ら

な け れ ば な ら な い 。 なぜ な ら、 「心 の 人 」 は 、 個 々 の 人 間 に と っ て 、 こ の 世 で 唯 一 の

「男 性 」 とみ な され て い る か らで あ る 。

そ れ で は、 バ ウ ル が 「心 の 人 」 と よ ぶ 神 は 、 い っ た い どの よ う な 神 な の で あ ろ うか 。

そ し て、 バ ウル と 「心 の 人 」 との 関 係 は 、 どの よ うに 考 え られ て い る の だ ろ うか 。

5-5.心 の人

バウルにとって、「心の人」 とは、個々の人間の肉体に住む 「個人の神」である。そ

れならば、人間は、 この個人の神 と、個人的な関係 をもつことがで きることになる。と

なると、神のパーソナリティーと人間のパーソナリティーには、本質的な違いがないと

いうことになる。これは、われわれ人間のパーソナリテ ィーである 「自己」 と、「真の

自己」 としてわれわれの肉体に住む神のパーソナリティーとの愛である。愛されるのは、

われわれの肉体に住む 「心の人」であり、愛するのは、まちがってこの神のパーソナリ

ティー とは違 うとみなされている人間のパーソナリティーである。つまり、バ ウルの

サー ドナは、「自己実現」(セ ルフリアリゼーション)の 手段である。

バウルのサー ドナのもうひとつの側面は、ひと組みの男女によって営 まれる、 という

ことである。バウルは、人間の肉体は、宇宙の縮図であると考えている。また、和合 は

この宇宙を統治する原理であり、宇宙の和合は、男女の和合によって象徴 されると考え

ている。バ ウルのサー ドナの目的は、人間に本来的にそなわっている宇宙の根本原理を

実感することであり、それは、男女の至福の結合によって得 られるとされる。

セクシャリティーの神秘がバ ウルの神格 を明 らかにする。バ ウルによれば、神は、最

初 ひとりぼっちだったので、感覚的な喜びを味わうことができなかった。そ して、彼 は

さびしい思いをしていた。そこで彼は、 自分自身を半分に分割 した。一方に 「女性」の
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姿を創造 し、他方には自分の 「男性」性 を残 した。彼女の存在のおかげで、彼は性的結

合に関するもっとも甘美な感情を味わうことができた。ここで重要な点は、神は男女両

性を含んでいるということである。

バウルによれば、人間の男性は 「プルシャ」とよばれ、人間の女性 は 「プラクリティ」

とよばれる。 しかし人間の肉体 に住む神が、男性 と女性の両方の側面から成 り立 ってい

るように、個々の人間 も、男性 と女性を含んでいると考えられているようである。

先に述べたように、男性は精液を作 り出す能力において女性 と区別 され、女性は月経

血を作 り出す能力において男性 と違 うとされる。男性の身体 における 「精液」の卓越の

おかげで、彼は男性である。 しか し、男性の体の、目に見える姿は男性であるが、そこ

には、い くらかの女性部分があるとされる。 もっとも、彼のなかの女性部分は隠れてい

て見えない。同様に、女性の身体における 「月経血」の卓越のおかげで、彼女は女性で

ある。女性の体の主要な部分 は女性であるが、その一部は男性 なのである。ただし、女

性の体には、男性の姿は隠れていて見えない。バウルは、人間というのは、その肉体の

「性」が、一方、または別の一方の側面の優位性 によって決定 される 「バイセクシュア

ル」な生物、 と考えているようである。

バ ウルによれば、男性の身体では、精液は 「額」に貯蔵 されている。 また月経血は、

骨盤の基底部にある 「ムーラーダーラ ・チャクラ」で、 とぐろを巻いて眠っている 「ク

ンダリニー」 として存在する。女性の身体では、精液は、あいまいに頭の中のどこかに

あるとされている。

さらにバウルは、人間のもつふたつの相、「ループ」 と 「スヴァループ」について述

べている。「ループ」 とい うのは、「人間の男 と女の目に見える姿」であ り、「自己」の

ことである。「スヴァループ」 というのは、「人間の肉体に住む神」であ り、 目に見えな

い 「真の自己」のことである。神 は、「自己」に対 して 「真の自己」であ り、「ループ」

に対 して 「スヴァループ」である。 しかしバウルは、神 も人間も両性 を有すると考えて

いる。 このことは、人間の理解の範囲を超えたものか もしれない。次の 「図2」 は、こ

の 「バウルのループ ・スヴァループ理論」を理解する手助けとなるだろう。
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㎜

昌

口

プル シヤ ・スヴ アルー ブ=心 の人

目に見えな い 「真の 白己」 の男性的側 面

プラ クリテ ィ ・スヴ ァルー ブ

目に見えな い 「真の 自己」 の女性的佃 面

ループ二男 と女の 円に見 える婁

嬰性の中の目に見荒ない女性部分

女性の中の口に見えない男性部分

図2:バ ウル のル ープ ・ス ヴ ァル ープ理論

さ て 、 「ル ー プ 」 と 「ス ヴ ァル ー プ 」 に 関 連 して 、 バ ウ ル の 「心 の 人 」 に つ い て述 べ

よ う。 バ ウ ル に よ る と、 「心 の 人 」 は 、 男 性 ・女 性 にか か わ らず 、 個 人 の 「ス ヴ ァル ー

プ 」 で あ る 。 「心 の 人 」 は 、 ふ だ ん は 額 の2枚 の 花 び らの 「アー ジ ュ ニ ャ ー ・チ ャ ク ラ」

に い る と さ れ る。 しか し、1ヶ 月 に3日 間 、 「心 の 人 」 は 、 愛 の 喜 び を味 わ うた め に 移

動 す る 。 「心 の 人 」 は 途 中 の チ ャ ク ラ を通 過 し て 、4枚 の 花 び らの 「ム ー ラ ー ダ ー ラ ・

チ ャ ク ラ」 へ と、 ゆ っ く り と下 りて くる と され る。 この こ とは 、 た くさ ん の バ ウ ル の 歌

に 表 現 さ れ て い る。 た と え ば、 つ ぎの 歌 で あ る。

わたしの二枚の花び らの、はすのお花 に住みなさる

そのお方が 「心の人」よ

そのお方がショポジの人だ、ということを

おぬしはご存 じない らしい

十六枚 と十枚の、はすの花びらくぐり抜 け

喜悦の川辺でゆらゆらなさる

ひとつになるには、またとない好機
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「心の人」がお引っ越 し

四枚の花びら、はすの花

いつものところへいつ ものように
14)

あのお方がやって くる

「心 の 人 」 が ふ だ ん と ど ま って い る 額 の 「ア ー ジ ュニ ャー ・チ ャ ク ラ」 と は 、 「精 液 」

が 貯 蔵 さ れ て い る と さ れ る 場 所 で あ る 。 精 液 は男 性 原 理 の 象 徴 で あ る 。 し た が っ て 、

「心 の 人 」 は 、 目 に見 え な い 「真 の 自己 」 の 男 性 的 側 面(「 プ ル シ ャ ・ス ヴ ァ ル ー プ 」)

で あ る 。 さ ら に、1ヵ 月 に3日 間 、 「心 の 人 」 は 、 脊 柱 基 部 の 「ム ー ラ ー ダー ラ ・チ ャ

ク ラ 」 へ と下 りて く る 。 そ こ は 、 女 性 原 理 「シ ャ ク テ ィ」 の 一 形 態 で あ る 「ク ン ダ リ

ニ ー」 が と ぐ ろ を 巻 い て 眠 っ て い る と こ ろ で あ る。 「ム ー ラ ー ダー ラ ・チ ャ ク ラ」 で の

3日 間 が 何 を意 味 す る か とい え ば 、 も う気 づ か れ た と思 う。 そ う、 女 性 の 月 経 期 間 だ 。

ま さ に、 「心 の 人 」 が 、 「精 液 」 に 象 徴 さ れ 、 目 に見 え な い 「真 の 自己 」 の 男 性 的 側 面

(「プ ル シ ャ ・ス ヴ ァル ー プ」)で あ った よ うに 、 「月 経 血 」 は、 目に 見 え な い 「真 の 自己 」

の 女 性 的 側 面(「 プ ラ ク リ テ ィ ・ス ヴ ァル ー プ」)だ 。 生 命 の誕 生 が 「精 液 」 と 「月経 血 」

の 結 合 の 結 果 で あ る よ う に 、 「プ ル シ ャ ・ス ヴ ァ ル ー プ 」 で あ る 「心 の 人 」 は 、 「プ ラ ク

リ テ ィ ・ス ヴ ァル ー プ」 と結 合 せ ざ る を え な い 。 つ ま り、 「月 経 血 」 は、 女 性 の 肉体 に

「心 の 人 」 が 現 わ れ 、 そ こで 「神 聖 な る愛 の 戯 れ 」(リ ラ ー)が 始 ま っ た こ と を示 す サ イ

ンで あ る 。 バ ウ ル は 、 女 性 の 月 経 期 間 を、 「モ ハ ー ・ジ ョグ」(梵 マ ハ ー ・ヨー ガ)と

ユら　

よ ん で い る 。 モ ハ ー ・ジ ョ グ とは 、 「最 善 の 時 」 あ る い は 「偉 大 な る 結 合 」 と い う意 味

で あ る 。 なぜ な ら、 「心 の 人 」 が 現 わ れ る の は この 時 期 だ け だ か らだ 。 した が っ て 、 バ

ウ ルが 「心 の 人 」 と結 ば れ る 可 能 性 の あ るの もこ の 時 期 だ け だ 。 実 際 、 バ ウ ル の も っ と

も重 要 な 「サ ー ドナ 」 は、 この 時 期 に 行 わ れ る。 そ して 彼 らは 、 こ の サ ー ドナ を 「月 に

三 日の プ ジ ョ」(マ シ ェ ・テ ィ ン ・デ ィ ン ・プ ジ ョ)と よん で い る 。

5-6.神 と人 間

ダ ス グー プ タ は 、 ベ ンガ ル の サ ハ ジ ヤ ー 派 の宗 教 にお け る 「ア ロ ブ」(梵 ア ー ロ バ)

の 概 念 に つ い て述 べ て い る。 「ア ロ ブ」 とは 、 「神 の 属 性 を 人 間 に賦 与 す る こ と」 とい う

意 味 で あ る。 ダ ス グー プ タに よ る と、 サ ハ ジ ヤ ー 派 の サ ー ドナ の 究 極 の 目的 を達 成 す る

た め に は 、 ひ と組 み の 男 女 の 修 習 者 は 、 まず 最 初 に 、 彼 ら 自身 が ク リ シ ュナ と ラー ダ ー

14)作 者 は 、Padmalochan。 ウ ペ ン ドロ ナ ー ト ・バ ッ タ チ ャ ル ヤ の 歌 集 、 歌 番 号556番 よ り

[Bhattacarya,U.1981:946]0

15)「 モハ ー ・ジ ョグ」 の意 味 の ひ とつ 「偉 大 な る結 合 」 は、 東京 大 学 東 洋 文 化研 究 所 の 永 ノ尾信 悟 教

授 の ご教 示 に よ る。
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そ の も の で あ る、 と思 わ な け れ ば な らな い 。 つ ま り、 男 性 修 習 者 の 「真 の 自己 」 は ク リ

シ ュ ナ で あ り、 女 性 修 習 者 の 「真 の 自 己」 は ラ ー ダ ー で あ る 、 と考 え な け れ ば な らな い

の で あ る[Dasgupta,S.B.1969:133-134]。 バ ウ ル の 宗 教 に も 「ア ロ ブ」 の 概 念 が 存 在 す

る。 しか し、 バ ウ ル が 述 べ る 「ア ロ ブ」 は 、 サ ハ ジ ヤ ー 派 の そ れ よ り も屈 折 した もの の

よ うで あ る 。 なぜ な ら、 バ ウ ル に と っ て は 、 神 も人 間 も男 性 と女 性 の両 方 の 側 面 を も っ

て い る か らで あ る。

バ ウ ル の サ ー ドナ も、 ひ と組 み の 男 女 に よ っ て営 まれ る。 しか し、 バ ウル の サ ー ドナ

の 目的 は 、 「心 の 人 」 と結 ば れ 、 「リ ラ ー」 と よ ば れ る 「神 聖 な 愛 の 戯 れ」 を経 験 し、 宇

宙 の 根 本 原 理 を実 感 す る こ とで あ る。 人 間 の 肉体 に住 む 「心 の 人 」 は、 男 性 ・女 性 に か

か わ らず 、 「プ ル シ ャ ・ス ヴ ァ ル ー プ 」(目 に見 え な い 「真 の 自己 」 の男 性 的 側 面)で あ

る。 バ ウ ル は 、 こ の きわ め て心 理 的 な試 み を 「ル ー プ ・ス ヴ ァル ー プ ・サ ー ドナ」 と よ

ぶ 。 ひ と組 み の 男 女 に よ っ て 「ル ー プ ・サ ー ドナ」 を営 み な が ら、 そ れ ぞ れ は、 あ た か

も彼/彼 女 自身 が 、 彼/彼 女 の 肉 体 に住 む 「心 の 人 」、 つ ま り 「プ ル シ ャ ・ス ヴ ァル ー

プ 」 と結 ば れ て い る と感 じな け れ ば な らな い 。 そ の た め に は 、 そ れ ぞ れ は 、 彼/彼 女 自

身 を 「プ ラ ク リ テ ィ ・ス ヴ ァ ル ー プ 」(目 に 見 え な い 「真 の 自 己 」 の女 性 的側 面)に 変

化 させ な け れ ば な らな い 。 す べ て の 人 間 は 、 男 性 と女 性 の 両 方 の 側 面 を も って い る の で 、

そ れ は理 論 的 に は可 能 で あ る。 しか し、 どの よ う に して 行 うの で あ ろ うか 。

女 性 の 「バ ウ リニ」 に と っ て 、 彼 女 自身 を 「プ ラ ク リ テ ィ ・ス ヴ ァル ー プ」 に変 化 さ

せ る こ と は 、 そ れ ほ ど難 しい こ と で は な さ そ う だ 。 「心 の 人 」 は 「プ ル シ ャ ・ス ヴ ァ

ル ー プ 」 で 、 そ れ は 「精 液 」 に象 徴 さ れ る。 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァル ー プ」 は 「月 経

血 」 に 象 徴 され る。 バ ウ リニ は、 今 ま さ に 月経 期 間 中 な の で 、 「プ ラ ク リ テ ィ ・ス ヴ ァ

ル ー プ 」 の シ ン ボ ル で あ る 「月 経 血 」 は 彼 女 の 体 に 顕 著 に 現 わ れ て い る 。 彼 女 は 、

「ル ー プ ・サ ー ドナ 」 の パ ー トナ ー を 見 つ め る 。 あ た か も彼 が 、 「月 経 血 」 を求 め て彼 女

の 頭 の 中 の ど こ か か ら下 りて きた 彼 女 自 身 の 「心 の 人 」、 つ ま り 「プ ル シ ャ ・ス ヴ ァ

ル ー プ」 だ と想 起 す る こ と に よ り、 彼 女 自身 を 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァル ー プ」 に 変 化

させ る こ とが 可 能 で あ ろ う。 さ らに 彼 女 は 、 彼 女 自 身 が 彼 女 の体 の 中 で 行 わ れ て い る

「神 聖 な 愛 の 戯 れ 」(リ ラ ー)の 参 加 者 だ、 と想 像 す る こ とが で き るで あ ろ う。

しか し、 男 性 の 「バ ウ ル」 に と っ て、 彼 自身 を 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァル ー プ」 に 変

化 させ る の は 、 や っ か い な こ と だ と思 わ れ る 。 彼 の 「ル ー プ 」 も 「ス ヴ ァル ー プ 」 も、

男性 と女 性 の 両 方 を含 ん で い る 。 しか し、彼 の 目に 見 え る姿(ル ー プ)は 男 性 だ。 した

が っ て 、 彼 の 実 体 は 本 質 的 に 「精 液 」 で あ る 。 自然 の 法 則 に よ り、 彼 の 体 に 「月 経 血 」

を見 る こ とは 、 とに か く物 理 的 に は不 可 能 で あ る。 こ こで わ た し た ち は 、 バ ウ ル の 「女

に な る」 とい う概 念 に 直 面 す る 。

バ ウ ル は 、 サ ー ドナ の 究 極 の 目的 を果 た す た め に 、 彼 の 「男 性 性 」 を 中 和 し、 彼 自身
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の 内部 で 彼 の 「男 性 」 と 「女 性 」 との バ ラ ン ス を保 た ね ば な ら な い。 彼 は 、 彼 の 「男 性

の 凝 縮 」 とつ り合 わ せ る た め に、 彼 の 「女 性 の凝 縮 」 を よみ が え らさ ね ば な らな い 。 自

己 の 内 部 に均 衡 を保 つ た め 、 「完 全 体 」 を作 る た め の相 等 しい ふ た つ の 「半 分 」 が 必 要

なの で あ る。

「ドリ ・コ ウ ピ ン」 の 秘 密 が 、 こ の 問 題 に解 決 を与 え る。 ドリ ・コ ウ ピ ンは、 ヨー ガ

の 修 行 に よ っ て 「プ ロ ム ホ チ ョル ジ ョ」 を成 就 した 男 性 バ ウ ル の 「男 性 性 」 の シ ン ボ ル

で あ る 。 しか し、 バ ウ ル に と っ て は、 そ れ は彼 の 宗 教 的 態 度 「ゴ ピ ー ・バ ー ヴ ァ」、 つ

ま り彼 の 「女 性 性 」 の シ ンボ ル で もあ る 。 ド リ ・コ ウ ピ ンは彼 の 「生 理 ナ プ キ ン」 な の

だ 。 そ れ を着 用 す る こ とに よ って 、 彼 は 象 徴 的 に 「月 経 血 」 を流 す こ とが で きる の で あ

る。

「ル ー プ ・サ ー ドナ 」 を営 み なが ら、 バ ウ ル は 、 彼 自 身 と彼 の パ ー トナ ー を 同 一 視 す

る。 彼 女 は 、 今 ま さ に 月 経 期 間 中 で あ る の で 、 「月 経 血 」 は彼 女 の 体 に は っ き り と現 わ

れ て い る 。 ドリ ・コ ウ ピ ン を着 用 して い るの で、 彼 も ま た象 徴 的 に 「月 経 血 」 を 流 し て

い る 。 こ れ は 、 結 果 と して 、 彼 の 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァル ー プ」、 つ ま り彼 の 体 で と

ぐろ を巻 い て 眠 っ て い る 「ク ン ダ リニ ー 」 を 目覚 め させ る こ と に な る 。 目覚 め た 「ク ン

ダ リ ニ ー 」 を 求 め て 、 「心 の 人 」 つ ま り 「プ ル シ ャ ・ス ヴ ァ ル ー プ 」 は 、 「ア ー ジ ュ

ニ ャ ー ・チ ャ ク ラ 」 か ら 「ム ー ラ ー ダー ラ ・チ ャ ク ラ」 へ 下 りて くる 。 これ は、 彼 の 体

の 中 で 「神 聖 な愛 の 戯 れ 」 が 始 ま る こ と を意 味 す る 。 彼 は 、彼 の パ ー トナ ー を見 つ め な

が ら、 あ た か も彼 の 「プ ラ ク リ テ ィ ・ス ヴ ァ ル ー プ 」 が 鏡 に 反 射 して い るか の よ う に感

じる の で あ る。

バ ウ ル の 「ル ー プ ・ス ヴ ァル ー プ ・サ ー ドナ」 は 、 結 局 は、 「自己 」 の 「真 の 自 己 」

へ の 同 化 の 過 程 で あ る。 「心 の 人 」 との 愛 の 喜 悦 の な か で 、 バ ウ ル は す べ て の 感 情 や 感

覚 を失 う。 そ して彼 は、 「生 の 中 の 死 」(ジ ャ ンテ ・マ ラ)の 状 態 を経 験 す る とい わ れ る。

「孫 バ ウ ル」 が 、 「生 の 中 の死 」 を次 の よ う に説 明 した 。

「ル ー プ ・サ ー ドナ」 の あ る 瞬 間 以 後 、 修 習 者 は男 女 と も、 「自 己 」 の 肉 体 的 感 覚 や

欲 望 を捨 て さ り、 「死 体 」 の よ う に ふ る ま わ ね ば な らな い 。 そ うす る こ と に よ っ て 、 彼

らは真 の 「ス ヴ ァル ー プ ・サ ー ドナ」 に 成 功 す る だ ろ う。 小 さ な川 が ガ ン ガ ー(ガ ン ジ

ス 川)に 合 流 す る と き 、 小 川 の 水 は そ の 実 体 を 失 い 、 そ れ は ガ ン ガ ー の 水 と な る 。

「ル ー プ」(「 自己 」)が 「ス ヴ ァル ー プ」(「真 の 自 己 」)と 混 じ りあ い 、 両 者 が 同 一一の も

の とな っ た と き、 「生 の 中 の 死 」 の状 態 を達 成 で き る。

バ ウ ル の 主 張 す る 「生 の 中 の 死 」 の状 態 は、 人 間 の 属 性 の解 体 と、 人 間 そ の もの の 消

滅 、 つ ま り、 人 間 の 神 へ の 同 化 を暗 示 して い る。 サ ー ドナ の 始 ま りで は 、 和 合 は まだ ひ

と組 の男 女(「 ル ー プ」)の 問 の こ とだ っ た 。 修 習 者 は精 神 集 中 と ヨー ガ の 坐 法 や 呼 吸 法

を利 用 し て 、 み ず か ら の 「ク ン ダ リ ニ ー 」 を 目覚 め させ な け れ ば な らな い 。 今 、 「心 の
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人」が最下部のチ ャクラに下 りてきた。 さあ、「神聖な愛の戯れ」がは じまった。和合

は 「スヴァループ」の間のこととなった。そこにはもはや、神 と人間との見せかけの区

別も存在 しない。人間を神 と同等に置 くことにより、男女の和合 という生理学的な行為

は、宇宙の特質 と帰結を備えることになる。下位の五つのチ ャクラが、宇宙を構成する

五粗大元素 「地」「水」「火」「風」「空」にたとえられるとき、五つのチャクラは 「心の

人」 と 「クンダリニー」の上昇にともなって、宇宙の生成のプロセスをたどる。「地」

は 「水」に、「水」は 「火」に吸収 されるというように、下位のチャクラが上位のチャ

クラに同化 して、ついに全チャクラが存在の根源に合一する。すなわち 「ショポジ」の

あ りかに達する。このとき、個我 は宇宙に合一・するとされる。

バウルの 「ループ ・スヴァループ ・サー ドナ」の究極の 目的は、人間の肉体の深い次

元に潜む 「霊的本質」、あるいは人間に本来的にそなわっている 「宇宙の原理」を実感

することである。そのためには、修習者は 「生の中の死」の状態を達成 しなければなら

ない。それは、「ループ」(「自己」)が 「スヴァループ」(「真の自己」)と 混 じりあい、

両者が同一のものになることである。これが 「神の属性を人間に賦与すること」を意味

する 「アロブ」 という概念の、もっとも重要な点である。これは、バウルがわれわれ人

間の、その物理的、生物的、心理的様相のすべてを、存在論的見地から眺めていること

を示 している。そ して、すべてが存在論的見地か ら理解 されたとき、「人間の愛」は存

在論的な重要性を獲得することであろう。
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